
  食 育 だ よ り
今月の目標　：　感謝して食べよう

　　　日に日に秋の深まりを感じる頃となりました。　１１月の旧暦での呼び名は「霜月（しもつき）」。

　　霜が降りる月という意味があるそうです。　７日の立冬をむかえれば、暦の上ではもう冬ですか

　　ら、あっという間に夏の暑さが懐かしい季節になってしまいますね。

　　　食事のあいさつ「いただきます」と「ごちそうさま」

　　　「いただきます」「ごちそうさま」には、肉や魚、野菜や果物、お米などの命をいただいているこ

　　とへの感謝、そして、食事のために駆け回ってくださった人…食材を育てた人、食材を運んでく　　

　　れた人、献立を考えた人、調理をしてくれた人など、関わったすべての人への感謝の意味があり　　

　　ます。　食べる前、食べた後にはそんな感謝の気持ちをこめて言えるといいですね。　また、よく　　

　　味わって食べることや、食べ終わった食器をていねいに、きれいに片付けることも感謝をあらわ　　

　　す大切な方法になります。

平成25年12月4日に「和食；日本人の伝統的な食文化

‐正月を例として‐」が、ユネスコの無形文化遺産に登録

されました。　「和食」を料理そのものではなく「自然の　

尊重」という、日本人の精神に基づいた「食」に関する

「習わし」と位置づけています。

　　　　和食の味の基本ともなるのが「だし」。だしは昆布や

　　　　かつお節などから、水やお湯を使ってうま味をひき

　　　　だしたものです。昆布やかつお節のほかに、煮干し・

　　　　焼きあご・干し椎茸・干しエビなどが使われます。

　　　　　　＊あごとは、九州でのとびうおの呼び名。
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